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令和４年度 当初予算の概要 

 

１ 令和４年度当初予算総括表 

（単位：千円） 

会計別 
令和４年度 

当初予算額 

令和３年度 

当初予算額 

 前年度比較 

 増減率％ 

一 般 会 計 7,461,000 6,840,000 621,000 9.1 

特 別 会 計 3,247,300 3,187,200 60,100 1.9 

 国民健康保険特別会計 1,328,100 1,252,200 75,900 6.1 

 
事業勘定 1,179,300 1,114,700 64,600 5.8 

診療施設勘定 148,800 137,500 11,300 8.2 

介護保険特別会計 828,800 812,400 16,400 2.0 

後期高齢者医療特別会計 181,700 168,700 13,000 7.7 

公共下水道事業特別会計 908,700 953,900 △45,200 △4.7 

公営企業会計（水道事業会計） 

収  入 389,530 401,537 △12,007 △3.0 

 水道事業収益 376,200 374,121 2,079 0.6 

資本的収入 13,330 27,416 △14,086 △51.4 

支  出   469,964 506,547 △36,583 △7.2 

 水道事業費用 398,018 383,837 14,181 3.7 

資本的支出 71,946 122,710 △50,764 △41.4 

 

【概要説明】 

令和４年度当初予算のうち一般会計にあっては７４億６，１００万円となり、前年度比６億２，

１００万円、９．１％の増となっています。 

一方、特別会計にあっては、国民健康保険特別会計事業勘定が１１億７,９３０万円、前年度比

６，４６０万円、５．８％の増、国民健康保険特別会計診療施設勘定が１億４，８８０万円、前年

度比１，１３０万円、８．２％の増、介護保険特別会計が８億２，８８０万円、前年度比１，６４

０万円、２．０％の増、後期高齢者医療特別会計が１億８，１７０万円、前年度比１,３００万円、

７．７％の増、公共下水道事業特別会計が９億８７０万円、前年度比４，５２０万円、４．７％の

減となっています。特別会計全体では、３２億４，７３０万円、前年度比６，０１０万円、１．９％

の増となっています。 
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水道事業会計は、収入では３億８，９５３万円、前年度比１，２００万７千円、３．０％の減、

支出では、４億６，９９６万４千円、前年度比３，６５８万３千円、７．２％の減となっています。 

 

２ 令和４年度一般会計目的別歳入歳出予算比較表 

 

（歳入）                                 （単位：千円） 

科 目 
令和４年度 

当初予算額 

令和３年度 

当初予算額 
増減額 増減率％ 構成比％ 

１．町税 4,205,042 4,376,447 △171,405 △3.9 56.4 

２．地方譲与税 52,858 52,396 462 0.9 0.7 

３．利子割交付金 2,500 2,500 0 0.0 0.0 

４．配当割交付金 10,000 10,000 0 0.0 0.1 

５．株式等譲渡所得割交付金 6,500 5,000 1,500 30.0 0.1 

６．法人事業税交付金 23,000 26,000 △3,000 △11.5 0.3 

７．地方消費税交付金 340,000 310,000 30,000 9.7 4.6 

８．自動車取得税交付金 1 1 0 0.0 0.0 

９．環境性能割交付金 4,700 6,216 △1,516 △24.4 0.1 

10．地方特例交付金 13,001 14,200 △1,199 △8.4 0.2 

11．地方交付税 5,000 5,000 0 0.0 0.1 

12．交通安全対策特別交付金 1,840 1,916 △76 △4.0 0.0 

13．分担金及び負担金 43,254 43,193 61 0.1 0.6 

14．使用料及び手数料 32,720 33,482 △762 △2.3 0.4 

15．国庫支出金 648,610 689,907 △41,297 △6.0 8.7 

16．県支出金 359,520 342,624 16,896 4.9 4.8 

17．財産収入 104,169 106,767 △2,598 △2.4 1.4 

18．寄附金 1,201 1,201 0 0.0 0.0 

19．繰入金 1,396,070 581,594 814,476 140.0 18.7 

20．繰越金 75,000 75,000 0 0.0 1.0 

21．諸収入 136,014 156,556 △20,542 △13.1 1.8 

歳入合計 7,461,000 6,840,000 621,000 9.1 100.0 

 

【概要説明】 

一般会計予算の歳入では、町税が ４２億５０４万２千円で、前年度比１億７，１４０万５千円、
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３．９％の減、歳入全体に占める割合は、５６．４％と最も多くなっています。町税の主なものは、

町民税が１０億７，７８７万４千円、固定資産税が２９億６，５９９万８千円です。 

国庫支出金が６億４，８６１万円で、前年度比４，１２９万７千円、６．０％の減、歳入全体に

占める割合は、８．７％となっています。国庫支出金の主なものは、児童手当交付金、障害者自立

支援給付費国庫負担金、子どものための教育・保育給付費交付金などです。 

県支出金が３億５，９５２万円で、前年度比１，６８９万６千円、４．９％の増、歳入全体に占

める割合は、４．８％となっています。県支出金の主なものは、障害者自立支援給付費等負担金、

児童手当負担金、保険基盤安定負担金、地域子ども・子育て支援事業費補助金などです。 

繰入金が１３億９，６０７万円で、前年度比８億１，４４７万６千円、１４０％の増、歳入全体

に占める割合は、１８．７％となっています。繰入金の主なものは、公共建築物維持基金繰入金、

財政調整基金繰入金、減債基金繰入金などです。 

 歳入合計は７４億６，１００万円で、前年度比６億２，１００万円、９．１％の増となっていま

す。 

 

（歳出）                               （単位：千円） 

科 目 
令和４年度 

当初予算額 

令和３年度 

当初予算額 
増減額 増減率％ 構成比％ 

１．議会費 98,695 98,950 △255 △0.3 1.3 

２．総務費 1,043,168 925,707 117,461 12.7 14.0 

３．民生費 2,243,718 2,202,529 41,189 1.9 30.0 

４．衛生費 522,570 533,474 △10,904 △2.0 7.0 

５．農林水産業費 117,125 97,723 19,402 19.9 1.6 

６．商工費 19,496 33,133 △13,637 △41.2 0.3 

７．土木費 982,950 1,069,197 △86,247 △8.1 13.2 

８．消防費 276,332 459,439 △183,107 △39.9 3.7 

９．教育費 2,036,260 1,080,286 955,974 88.5 27.3 

10．災害復旧費 8 8 0 0.0 0.0 

11．公債費 51,070 51,069 1 0.0 0.7 

12．諸支出金 59,608 278,485 △218,877 △78.6 0.8 

13．予備費 10,000 10,000 0 0.0 0.1 

歳出合計 7,461,000 6,840,000 621,000 9.1 100.0 
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【概要説明】 

総務費は、町内に設置している防犯カメラを増設するための設置工事費などにより、年度比１２．

７％増の１０億４，３１６万８千円となっています。 

民生費は、住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業や令和５年４月診療分から対象年齢を１８歳

年度末までに拡充する子ども医療費助成事業などにより、前年度比１．９％増の２２億４，３７１

万８千円となっています。 

土木費は、朝明ポンプ場維持管理費負担金や一般土木工事費の減などにより、前年度比８．１％

減の９億８，２９５万円となっています。 

教育費は、小学校トイレ洋式化事業及びあいあいホール等大規模改修事業に係る工事費並びに地

区公民館改修事業に係る実施設計費などにより、前年度比８８．５％増の２０億３，６２６万円と

なっています。 

構成比は、民生費が３０．０％と一番高く、次いで教育費、総務費、土木費、衛生費の順となっ

ています。 

 

３ 令和４年度一般会計予算 性質別比較表 

 

                                （単位：千円） 

区  分 
令和４年度 

当初予算額 

令和３年度 

当初予算額 
増減額 増減率％ 構成比％ 

◆人件費 1,499,569 1,511,648 △12,079 △0.8 20.1 

○物件費 1,569,824 1,391,693 178,131 12.8 21.0 

○維持補修費 24,871 23,871 1,000 4.2 0.3 

◆扶助費 995,716 933,790 61,926 6.6 13.4 

○補助費等 872,618 942,354 △69,736 △7.4 11.7 

■普通建設事業費 1,424,319 768,355 655,964 85.4 19.1 

■災害復旧事業 8 8 0 0.0 0.0 

◆公債費 51,070 51,069 1 0.0 0.7 

○積立金 68,134 270,439 △202,305 △74.8 0.9 

○貸付金 7,320 7,920 △600 △7.6 0.1 

○繰出金 937,551 928,853 8,698 0.9 12.6 

○予備費 10,000 10,000 0 0.0 0.1 

歳出合計 7,461,000 6,840,000 621,000 9.1 100.0  

 ※決算統計の考え方に基づき、性質の区分を一部移動させて計上しています。 

区  分 
令和４年度 

当初予算額 

令和３年度 

当初予算額 
増減額 増減率％ 構成比％ 
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◆義務的経費 2,546,355 2,496,507 49,848 2.0 34.1 

■投資的経費 1,424,327 768,363 655,964 85.4 19.1 

○その他の経費 3,490,318 3,575,130 △84,812 △2.4 46.8 

歳出合計 7,461,000 6,840,000 621,000 9.1 100.0 

 

【概要説明】 

一般会計予算の性質別では、物件費が１５億６，９８２万４千円で、前年度比１億７，８１３万

１千円、１２．８％の増、増となった主な理由は、中学校整備事業に係る設計費や給食センターに

おける調理業務を令和４年度から民間委託することによる委託料の増等によるものです。また、歳

出全体に占める割合は、２１．０％と最も多くなっています。 

人件費は、１４億９，９５６万９千円で、前年度比１，２０７万９千円、０．８％の減となって

います。 

普通建設事業費は、１４億２，４３１万９千円で、前年度比６億５，５９６万４千円、８５．４％

の増となっています。増となった主な理由は、あいあいホール等大規模改修事業及び第２期防犯カ

メラ設置事業等によるものです。 

扶助費は、９億９，５７１万６千円で、前年度比６，１９２万６千円、６．６％の増となってい

ます。増となった主な理由は、住民税非課税世帯等臨時特別給付金及び障害者等介護給付費の増等

によるものです。 

繰出金は、９億３，７５５万１千円で、前年度比８６９万８千円、０．９％の増となっています。

増となった主な理由は、国民健康保険特別会計診療施設勘定への繰出金の増等によるものです。 

補助費等は、８億７，２６１万８千円で、前年度比６，９７３万６千円、７．４％の減となって

います。減となった主な理由は、水道事業会計補助金の減額等によるものです。 

積立金は、６，８１３万４千円で、前年度比２億２３０万５千円、７４．８％の減となっていま

す。減となった主な理由は、公共建築物維持基金一般財源積立金の皆減等によるものです。 

 

 

４ 地方債の現在高 

地方債現在高表 

（単位：千円） 

会 計 別 
令和３年度末

現在高見込額 

令和４年度中増減見込 令和４年度末

現在高見込額 借入予定額 元金返済見込額 

一 般 会 計 286,665  48,735 237,930 

特 別 会 計 3,517,270 43,400 422,303 3,138,367 

 国民健康保険特別会計 

診療施設勘定 
5,883  5,883 0 

公共下水道事業特別会計 3,511,387 43,400 416,420 3,138,367 

合  計 3,803,935 43,400 471,038 3,376,297 



6 

 

 

【概要説明】 

町の支出は、原則として借金せずに、町税などで賄うこととされていますが、臨時的に多額の費

用が必要な場合や、将来の住民にも経費を負担していただくことが公平と考えられる場合には、国

などからお金を借入れることができます。 

借り入れにあたっては、世代間の負担に不均衡が生じないよう、また、財政規模とのバランスを

考慮しながら、計画的な借入れを行っていきます。 

令和４年度の借入予定額及び返済見込額などは、上記の地方債現在高表のとおりで、公共下水道

事業特別会計で４，３４０万円の借入れを予定しています。また、一般会計及び特別会計を合わせ

た令和４年度中の元金返済は４億７，１０３万８千円を予定し、令和４年度末の現在高は３３億７，

６２９万７千円の見込みです。令和３年度末現在高と比較すると、４億２，７６３万８千円の減と

なっています。 

 

 

５ 基金の現在高 

 基金現在高表 

（単位：千円） 

基 金 名 
令和３年度末

現在高見込額 

令和４年度中増減見込 令和４年度末

現在高見込額 積立見込額 取崩見込額 

１．財政調整基金 8,684,930 28,526 379,938 8,333,518 

２．減債基金 3,130,637 9,068 48,735 3,090,970 

３．公共建築物維持基金 6,130,128 14,697 864,000 5,280,825 

４．公共施設建設基金 5,006,728 6,052 0 5,012,780 

５．いきいきまちづくり基金 1,147,984 3,421 21,789 1,129,616 

６．安全なまちづくり基金 1,102,863 3,282 0 1,106,145 

７．その他基金（※） 1,638,416 3,088 81,608 1,559,896 

総 計 26,841,686 68,134 1,396,070 25,513,750 

 

【概要説明】 

令和４年度末の一般会計の基金残高の総額は、２５５億１，３７５万円と見込んでおり、そのう

ち、年度間の財源の不均衡を調整するための財政調整基金は、８３億３，３５１万８千円となる見

込みです。そのほか、減債基金、公共建築物維持基金、公共施設建設基金などがあり、将来の事業

計画を見据えて積立てを行うとともに、必要なときに取り崩して使用するなどして、財政負担の平

準化と財源の有効活用を図っています。 

 

 ※その他基金 

環境整備事業基金、教育文化振興基金、電源立地促進対策交付金事業維持基金、ふるさと水

と土保全基金、ふるさと創生事業基金、公営住宅建設基金、交通安全対策事業基金、ふるさと

応援基金、森林環境譲与税基金、大きく羽ばたけ基金、みえ森と緑の県民税市町交付金基金、

土地開発基金 


